
 

 

［第６１８回 大阪放送番組審議会議事録］ 

 

１．開 催 日 時   令和元年 6 月 24 日（月） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 

 

２．開 催 場 所   ラジオ大阪役員会議室 

 

３．委 員 の 出 欠   委員の総数    6 名 

 

            出席の総数    5 名 

       

出席委員の氏名  成 瀬 國 晴  たつみ 都 志 

             鎌 田 雅 子  萩 原 章 男 

内 田  透 （書面参加） 

 

            欠席委員の氏名  河 内 厚 郎 

          

            放送事業者側出席者の氏名 

                     吉 田 禎 宏  竹 田   徹 

藤 野 浩 史  伊藤  佳代子 

                     

 

４． 議   題 

 

１）令和元年度番組審議委員委嘱 

 

２）番組審議『 MUSIC MUSIC MUSIC 』 

 

２）その他 

 



 

 

 

５．議 事 の 概 要 

   

  議題１） 令和元年度番組審議委員委嘱を行った。 

 

議題２） 『MUSIC MUSIC MUSIC』について番組の企画意図と内容を説明し、 

番組を聴取した後審議に入った。 

  

６．審 議 内 容 

 

社 側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この番組は、土山和子がパーソナリティを務める、洋楽にスポットをあて 

た音楽番組で、毎週木曜日 21時～23時に放送しています。 

「ロック」「ポップス」「ワールドミュージック」「Jazz」「日本独自の 

ヒット」など。これまでの洋楽シーンを様々なジャンルが彩ってきた音楽。 

誰もが生きてきたあの頃を思い起こさせるキッカケである“音楽”を、 

ストレートにラジオから伝えるプログラム。 

懐かしい・新鮮・発見・忘れていたあの曲。そんな誰かの心に響く懐か 

しい洋楽ヒットを切り口に、アーティストの今と昔、引退、訃報ニュース、 

ステージや新作。新旧アーティストのコラボレーション。ライブ情報なども 

散りばめてお届けする「洋楽オンリープログラム」です。 

番組立ち上げから１年と２か月ほど経過して・・・ 

全体で約２５曲の選曲/そのうち３割はリクエストのバランスで構成を 

しています。50年代 60年代のオールディーズから最新ナンバーまで、 

いただいたリクエストにも必ず解説を添えることを心がけています。 

 

８０年代～９０年代初頭に少年時代～青春時代を過ごした私にとって、 

「待ってました」と膝を打ちたくなるような番組です。生活の中心から 

音楽が離れて久しい中、心に響くナンバーをじっくり堪能できました。 

ＡＭを主体としたラジオで、肩の力を抜いたＦＭっぽい軽快なＤＪと 

「モア・ミュージック」で貫き通す番組構成に、私は好感を持つとともに、 

ある種挑戦的な試みだなと感じました。土山さんの語り口は聴きやすく、 

それぞれの曲にまつわるエピソードも「へぇ、そうなのか」と楽しめた。 

ただ、聴く人によっては、いささか流れが単調だと受け取られるかも 

しれない。洋楽に見識のあるゲストを招いて音楽談義をしたり、その時代、 

アーティストのエピソードとともに紹介したりするコーナーがあれば、 

より幅が広がるのではと感じます。 



 

 

 

 

委 員 

  

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

  

 

 

    

 

委 員 

  

 

 

 

土山さんの声がソフトで心地よく、テンポも良い。コメントも要点を 

押さえており、長すぎずちょうど良い。放送時間も２１時～２３時という 

食後のほっとした時間に合う。バーなどで流してほしい番組。 

 

中学・高校生で洋楽を聴いていた世代としては、心地よい空気感のある 

大人の音楽番組です。仕事中でも聴きやすい。ビートルズ好きな土山さん 

の番組だけあって選曲もすばらしい。ライブ音源も嬉しい。 

ＡＭラジオで良質な音楽番組が聴けるようになり、ＡＭ局とＦＭ局の 

垣根がなくなってきた。 

 

土山さんがＦＭ出身ということで、番組にＦＭっぽさが出ている。ライブ 

音源を使用するなど、リズム感も良い。また聴き流せる安心感がる。 

気持ちよく聴ける。 

また、ＯＢＣ独自のリスナー層をターゲットに、テーマ設定を行い、 

ＦＭと対立せずに良質な音楽を追求する姿勢に好感が持てる。 

 

選曲が偏らず、幅広い世代に対応しているのが良い。８０歳代のことも 

しっかり考えている。番組全体に、４０年～５０年前のＦＭラジオの 

イメージがある。ＦＭの本家がえりをしている感じ。 

 

 

 

 

 

 

社 側 

曲をメインに構成されており、土山さんも言い過ぎず、知ったかぶりも 

しない、曲もカットせずフルで放送。２時間たっぷり、贅沢な音楽番組。 

ＦＭ局にならないように心がけている。今までのＡＭにない独自の 

スタイルが良い。今後も「温故知新」の番組づくりで頑張ってほしい。 

 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。 

 

                              以上 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

７．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日 

  

    な  し 

 

８．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 

 

 ・「番組審議会だより」  （第６１８回大阪放送番組審議会議事録の要約） 

「愛してラジオ大阪」 内で放送 

   放送日  令和元年 ７月 ２５日（木）２３時４５分～２４時００分 

  ・ 「番組審議会だより」   （第６１８回大阪放送番組審議会議事録） 

      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 

  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 

 


